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前 進

和
光
市
に
あ
る

理
化
学
研
究
所

は
日
本
で
唯
一

の
自
然
科
学
総

合
研
究
所
と
し

て
物
理
学
、
工

学
、
化
学
、
数
理
・
情
報
科

学
、
計
算
理
学
、
生
物
学
、

医
科
学
な
ど
広
い
分
野
で
研

究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
▼
し

か
し
、
そ
の
理
化
学
研
究
所

で
は
、
研
究
者
の
８
割
弱
が

有
期
雇
用
職
員
で
、
単
年
度

契
約
を
繰
り
返
し
て
、
10

年
・
20
年
と
長
年
そ
の
業
務

を
支
え
て
い
ま
す
。
２
０
１

３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
労

働
契
約
法
第
18
条
で
は
、
有

期
契
約
を
繰
り
返
し
て
５
年

を
超
え
た
場
合
（
研
究
系
職

員
は
10
年
を
超
え
た
場
合
）

に
は
、
雇
用
の
安
定
の
た
め

に
労
働
者
の
申
し
出
に
よ
り

無
期
雇
用
へ
の
転
換
権
獲
得

が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
理
研
は
そ
の
法
律
の

趣
旨
と
は
逆
に
、
転
換
権
獲

得
阻
止
を
目
的
に
、
雇
用
上

限
を
事
務
系
で
は
５
年
、
研

究
系
10
年
に
就
業
規
則
を
不

利
益
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
２
０
２
３
年
３
月
末
に

は
研
究
現
場
か
ら
約
４
０
０

人
の
職
員
が
雇
止
め
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
▼
理
研
の

研
究
職
の
数
人
は
雇
止
め
撤

回
を
求
め
て
さ
い
た
ま
地
裁

に
提
訴
し
て
い
ま
す
が
、
係

争
中
で
す
。
今
月
雇
止
め
が

行
わ
れ
れ
ば
、
研
究
者
の
生

活
は
？
家
族
は
？
理
研
労
組

は
電
子
署
名
も
行
っ
て
い
ま

す
。
理
研
労
組
に
支
援
を
。

　

2
月
22
日
（
木
）
19
時
か

ら
「
朝
霞
4
市
地
域
ビ
ッ
ク

ア
ク
シ
ョ
ン
総
行
動
市
民
集

会
」
が
、
北
足
立
南
部
地
区

労
事
務
所
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
土
建
新
座
支
部
、
土
建

朝
志
和
支
部
、
新
座
市
職
員

組
合
事
務
所
、
和
光
中
央
公

民
館
、
新
座
市
委
員
会
と
個

人
Ｐ
Ｃ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
繋
ぎ
、

23
団
体
、
１
３
１
人
が
参
加

し
開
催
し
ま
し
た
。

　

南
利
之
志
木
地
域
事
務
局

長
の
司
会
進
行
で
は
じ
ま

年
間
で
43
兆
円
増
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
当
に
こ
れ
で

良
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
参

加
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
る
た
め
、
本
日
の
講

演
を
聞
い
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
草
の
根
の
運
動
で
政
治
を

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
新
座
高
校
非
常
勤

講
師
で
地
区
労
労
働
相
談
員

の
川
添
先
生
か
ら
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
論
と
日
本
国
憲

法
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
①
安
保
三
文
章
と

は
②
有
識
者
会
議
と
は
、
そ

の
メ
ン
バ
ー
の
特
徴
③
「
敵

基
地
攻
撃
論
」
背
景
④
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
具
体
例
⑤
敵

基
地
攻
撃
は
本
当
に
可
能
か

⑥
敵
基
地
攻
撃
能
力
と
憲

法
、
国
際
法
の
関
係
⑦
「
新

し
い
戦
前
」
に
さ
せ
な
い
た

め
に
」
と
解
り
や
す
い
講
演

　

２
月
24
日
（
金
）
19
時
30

分
か
ら
支
部
事
務
所
に
て
拡

大
書
記
長
会
議
＆
春
の
拡
大

月
間
出
陣
式
を
行
い
32
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
通
常
の
書

記
長
会
議
の
報
告
と
春
の
拡

大
月
間
の
提
案
と
な
り
ま
し

た
。

　

春
の
拡
大
月
間
に
つ
い
て

は
名
雪
組
織
部
長
か
ら
提
案

が
さ
れ
、
統
一
行
動
日
、
支

部
・
分
会
目
標
、
ス
ク
ラ
ッ

チ
カ
ー
ド
の
取
組
み
、
脱
退

防
止
の
取
組
み
、
各
種
援
助

金
と
表
彰
、
分
会
出
陣
式
、

23 団体、131 人をWEB で繋ぎ＝朝志和支部事務所（サテライト会場）

支
部
打
上
式
の
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。「
現
在
36
人
の
到

達
。
こ
の
勢
い
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
い
決
意
表

明
と
な
り
ま
し
た
。

り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
松

本
実
行
委
員
長
よ
り
「
賃
上

げ
の
財
源
の
一
つ
と
し
て
、

大
企
業
が
持
っ
て
い
る
５
０

０
兆
円
に
も
及
ぶ
内
部
留
保

を
企
業
に
還
元
さ
せ
る
こ
と

を
、
多
く
の
国
民
と
連
帯
し

て
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

税
金
は
上
が
り
、
賃
金
が
上

が
ら
ず
、
年
金
は
引
き
下
げ

ら
れ
る
。
賃
金
の
問
題
、
雇

用
の
問
題
。
と
り
わ
け
平
和

の
問
題
は
『
敵
基
地
攻
撃
能

力
』
を
掲
げ
て
軍
事
費
を
５

拡大書記長会議＆支部出陣式の様子 講演を行う川添先生

　「コロナ傷病手当金」の適用期間
が再延長し、3月末までとなって
います。また、「保険料減免」につ
いても受付が行われています。

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

各
地
域
か
ら
の
活
動
報
告

で
は
、
朝
霞
地
域
を
代
表
し

て
年
金
者
組
合
大
塚
支
部
長

か
ら
「
国
民
の
団
結
で
軍
事

強
化
ス
ト
ッ
プ
！
物
価
の
上

昇
に
見
合
う
年
金
を
！
」、

志
木
地
域
を
代
表
し
て
中
島

志
木
９
条
の
会
事
務
局
長
か

ら
「
志
木
市
の
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
に
つ
い
て
」、
和

光
地
域
を
代
表
し
て
金
井
理

研
労
組
委
員
長
か
ら
「
２
０

２
３
年
3
月
末
の
約
４
０
０

人
の
雇
止
め
阻
止
」、
新
座

地
域
を
代
表
し
て
小
島
生
健

会
役
員
か
ら
「
朝
霞
4
市
ビ

ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
新
座
地

域
か
ら
報
告
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
上
薗
地
区
労
事
務

局
長
よ
り
「
5
月
の
メ
ー
デ

ー
に
向
け
て
春
闘
闘
争
に
奮

闘
し
、
６
月
４
日
の
オ
ー
ル

埼
玉
1
万
人
集
会
は
久
し
ぶ

り
に
北
浦
和
公
園
へ
結
集

し
、
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」

と
行
動
提
起
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
小
野
副
実
行
委

員
長
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。

【
根
岸　

岩
渕
信
雄
】
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-

ヨ
コ
の
カ
ギ-

①
ロ
ー
マ
に
あ
る
世
界
最
小

面
積
の
国
。
…
市
国

④
物
価
高
騰
で
…
は
赤
字
続

き⑦
着
る
も
の
で
す

⑧
も
と
に
な
っ
た
の
は
万
葉

仮
名

⑨
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
感
情
の

こ
と

⑩
耳
や
鼻
が
専
門
で
す

⑫
厚
…
、
待
…
、
冷
…

⑭
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
材
料
と
い

え
ば

⑮
天
女
が
着
て
い
る
も
の

⑰
長
所
で
す
。
私
の
…
は
積

極
的
に
行
動
す
る
こ
と

⑲
文
殊
は
…
を
つ
か
さ
ど
る

菩
薩
で
す

⑳
そ
れ
は
よ
い
考
え
で
す

正
解
者
に
は
抽
選
で
５
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

宛
先
：
支
部
教
宣
部
あ
て
締
切
：
二
五
日
消
印

応
募
は
官
製
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
、
発
送
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

２
月
５
日
（
日
）
10
時
か

ら
、
埼
玉
土
建
本
部
会
館
に

て
、
全
県
拡
大
次
世
代
対
策

活
動
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、

30
支
部
70
人(

支
部
１
人)

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
戸
田
本
部
次
世
代

部
長
よ
り
「
今
ま
で
の
会
議

は
、
学
習
や
経
験
交
流
を
中

心
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
は
参
加
対
象
も
拡
大

し
、
15
年
経
過
し
た
次
世
代

対
策
部
と
し
て
の
課
題
や
意

見
を
出
し
て
欲
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
の
あ
と
各
支
部

か
ら
の
典
型
報
告
（
八
潮
支

部
か
ら
次
世
代
層
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
集
い
の
開
催
に

つ
い
て
。
川
口
支
部
か
ら
主

婦
の
会
と
の
共
同
で
取
り
組

ん
だ
行
事
。
飯
能
日
高
支
部

か
ら
課
題
が
希
望
に
な
っ
た

話
）
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
か
ら
６
つ
に
分
か

れ
分
散
会
を
行
い
、
自
己
紹

介
や
昼
食
を
済
ま
せ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
の
討
議
で

は
、
分
会
次
世
代
部
長
を
選

出
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
「
子
育
て
が
忙
し
い
」

「
仲
間
が
い
な
い
の
で
難
し

い
」「
高
齢
者
の
多
い
分
会

に
は
、
次
世
代
層
が
参
加
し

づ
ら
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
選
出
で
き
た

支
部
か
ら
は
「
対
話
を
心
が

け
た
」「
次
世
代
訪
問
を
し

た
」「
ビ
ン
ゴ
に
次
世
代
部

長
選
出
を
も
う
け
た
」「
次

世
代
層
な
ら
会
議
に
参
加
し

て
も
良
い
こ
と
に
し
た
」

「
行
事
を
開
催
し
た
」「
分

会
会
議
で
高
齢
役
員
に
勇
退

し
て
も
ら
い
、
次
世
代
層
で

新
た
に
役
員
を
選
出
し
た
」

「
組
合
活
動
の
効
率
化
」
な

ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
散
会
後
は
、
支
部
部

長
・
支
部
担
当
２
役
・
次
世

代
層
の
支
部
常
任
・
支
部
担

当
書
記
・
担
当
中
執
と
そ
れ

　

2
月
25
日
（
土
）、
19
時

30
分
か
ら
青
年
部
の
「
秋
の

新
入
部
員
歓
迎
会
兼
春
の
拡

大
決
起
集
会
」
が
「
順
風

源
」
で
行
わ
れ
、
成
田
副
部

長
と
花
の
木
分
会
の
中
野
部

員
、
西
次
世
代
部
長
と
根
岸

分
会
の
富
安
次
世
代
部
長
、

丸
山
支
部
長
と
名
雪
組
織
部

長
、
書
記
2
人
の
合
計
8
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
の
あ
と
、
名
雪

組
織
部
長
か
ら
「
秋
と
春
、

年
2
回
行
わ
れ
る
拡
大
月
間

は
、
組
合
の
組
織
強
化
だ
け

で
は
な
く
、
建
設
業
界
と
し

て
の
要
求
実
現
の
声
を
大
き

く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で

も
あ
り
ま
す
。
若
い
建
設
従

事
者
を
集
め
、
埼
玉
土
建
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
は
、
建
設

業
界
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。
組
合
の
統

一
行
動
な
ど
参
加
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
、
一
緒

に
春
の
拡
大
月
間
を
成
功
さ

せ
よ
う
」
と
拡
大
月
間
の
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
次
世
代
部
長
か

ら
「
青
年
部
か
ら
次
世
代
対

策
部
そ
し
て
分
会
・
支
部
役

員
へ
と
、
時
間
を
か
け
て
学

び
、
成
長
し
、
組
合
へ
の
理

解
を
深
め
、
共
に
活
動
し
て

い
く
仲
間
と
し
て
、
今
後
も

組
合
へ
協
力
を
し
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

次
世
代
対
策
部
へ
の
参
加
の

声
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
歓
談
と
な
り
楽

し
く
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
丸
山
支
部
長
か
ら

8 人が参加した秋の新入部員歓迎会兼春の拡大月間決起集会

ぞ
れ
の
立
場
の
代
表
が
感
想

を
述
べ
「
集
ま
る
場
に
参
加

し
て
所
属
支
部
以
外
の
こ
と

を
聞
く
こ
と
は
大
事
。
仲
間

に
運
動
を
伝
え
る
に
は
、
伝

え
る
側
の
気
持
ち
で
相
手
も

変
わ
る
。
今
こ
そ
15
年
前
に

開
催
し
た
全
支
部
を
盛
り
上

げ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
よ

う
な
企
画
も
考
え
て
い
き
た

い
。」
と
ま
と
め
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
、
次
世
代
対

策
部
と
し
て
他
支
部
の
経
験

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後

の
支
部
全
体
の
取
組
み
に
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

30 支部 70人が参加した次世代活動者会議＝埼玉土建本部会館にて

分散会で具体的な討議を行い

「
若
い
世
代
が
盛
り
上
が
る

と
、
組
合
と
し
て
も
盛
り
上

が
り
力
に
な
る
。
日
々
の
仕

事
を
し
な
が
ら
組
合
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
は
大
変
か
も

し
れ
な
い
が
、
日
常
の
生
活

や
現
場
の
仕
事
に
役
立
つ
こ

と
も
沢
山
見
つ
か
る
。
共
に

仕
事
も
組
合
の
活
動
も
頑
張

っ
て
い
こ
う
」
と
締
め
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

-

タ
テ
の
カ
ギ-

①
食
べ
放
題
の
メ
ニ
ュ
ー

②
凍
結
し
な
い
程
度
の
温
度

で
の
保
存
。
…
室

③
法
律
の
…
に
国
民
は
反
対

④
商
店
街
の
抽
選
は
…
な
し

⑤
失
敗
だ
と
思
っ
た
ら
、
結

果
は
よ
か
っ
た
よ
。
…
の
功

名⑥
雷
鳴
の
前
に
ピ
カ
ッ
！

⑧
…
場
、
…
目
、
…
屋

⑪
世
界
三
大
瀑
布
と
は
、
ナ

イ
ア
ガ
ラ
、
イ
グ
ア
ス
、
…

の
滝

⑬
赤
ち
ゃ
ん
の
第
一
声

⑮
末
広
が
り
を
意
味
す
る
、

縁
起
の
よ
い
漢
字

⑯
細
部
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
。

木
を
見
て
…
を
見
ず

⑰
昔
の
中
国
王
朝
の
一
つ

⑱
…
は
異
な
も
の
味
な
も
の


